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研究成果の概要（和文）：一般に園芸療法は、様々な効用があるとされており、肉体的およ

び精神的な健康増進のために使われる非薬物療法であると認識されている。園芸療法プロ

グラムのいろいろな研究は、精神面での研究もおこなわれており、うつや統合失調症など

の苦痛に対しても、良好な影響を示す。高齢者や地域社会にとって園芸活動に関わること

は、心の安定性を改善し、積極的な行動を促す。本研究により園芸療法の多様な効果を検

証し、その効用を総合的に図式化したことで、関わる誰もが笑顔で幸福になり行政の経費

節減も可能な介護技術になることが示された。   
 
研究成果の概要（英文）：Generally, horticultural therapy is a non-pharmacological therapy 
used for a number of physical and mental health outcomes. Various studies of horticultural 
therapy programs have demonstrated the positive effects on schizophrenic behavior and 
those suffering from depression. For elderly persons and communities, engaging in 
horticultural activities may help to improve the stability of the mind and generally 
facilitate a much broader and a more positive attitude. It was shown to be the care 
technique that an expense could reduce by it schematized an effect of the horticultural 
therapy, and having thought generally or healthy increase activity. 
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１．研究開始当初の背景 
園芸療法を医療・保健・福祉分野へ取り

入れようとする動きは、アメリカで先行さ

れており、日本においても AHTA（アメリ

カ園芸療法協会）の資格認定基準を参考に

した資格制度が 2006 年に人間・植物関係

学会が発足し、2008 年度同学会から日本園

芸療法学会が独立した。日本における調査
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研究は、東京農業大学の松尾英輔教授らが

1980 年頃から開始し、資料としての充実は

なされている。しかしながら、本格的な実

践はアメリカで研修を受けてきた数名の女

性が任意に進めていたため、学術的な進歩

は早いとは言い難い状況であった。 
そこで我々は、1998 年から高齢者福祉施

設（特別養護老人ホーム、ケアハウス、デ

イサービスセンター、デイケアセンターな

ど）、精神科病院、発達障害児施設、知的障

害者厚生施設および知的障害者授産施設な

ど多分野で実践活動を行なっている。それ

ら関わった全ての病院や施設において、開

始当初から早期に対象者の潜在能力を無理

なく引き出すことに成功した（小浦ら：高

齢の脳梗塞患者への園芸療法の実践事例 

人間植物関係学会誌 １（１）25-27 2001）。
また、対象者だけでなく、関わるボランテ

ィアなど全ての人々に好影響があることを

初めて具体的な報告を行った（小浦ら：老

人福祉施設において園芸療法を行った大学

生の意識調査 人間植物関係学会誌 2
（1）12-16 2002）。 
 
２．研究の目的 
本格的な介護技術としての園芸療法実践

マニュアルを作成し、専門職が多岐に渡る

園芸療法の効用を理解したうえで実践する

ことで、関わる全ての人々が精神的、身体

的、社会的および知的（知識、創造力など）

効用を受け取ることができ、結果として自

治体および高齢者自身の医療・保健・福祉

面の経費を削減することを目指したい。 
 
３．研究の方法 
療法の効果を明確に示すには、立証デー

タ（エビデンス）の提示が必要である。そ

こで、長期にわたってデータ収集が可能な

高齢者福祉施設の協力を頂き、園芸療法の

精神的、社会的、身体的効用および QOL
の向上の有無を検討すると共に、介入前後

のバイタイルサインの推移＋食事の残量＋

排泄状況などの生活データの比較検討を行

う。最終的には、コンピュータソフトなど

を活用し、園芸療法の導入意義が明確なマ

ッピングによるマニュアル作成に取り組む。 
 
４．研究成果 

視覚的に理解できやすいマッピングに成

功し、基礎データおよび客観データの蓄積

をもとにした、高齢者福祉施設における介

護技術としての園芸療法実践の多面的な有

用性をわかりやすく示すことができた。こ

の研究成果により、理解が困難であった園

芸療法の有用性やリスクを視覚に訴えるこ

とが容易な図式化を可能となり、期待され

る地域全体への好影響の可能性は多岐にわ

たっていることが明確となった。全ての効

用は単独で広がるものではなく、他の要素

と関係を有しながら広がっていくことが明

示できたことで、人間と植物の関係の有効

活用が地域全体に対して多面的な効用があ

ることも明らかとなった。 

 

 
僅かなヒントを生かす治療手段としての園芸療法  
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